
沖
縄
観
光
と
い
え
ば
“
青
い
海
、
青
い
空
、
白

い
砂
浜
”
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
が
、

実
は
、
海
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
は
ま
だ
40
年
ほ

ど
の
歴
史
し
か
な
い
。

本
書
、『
琉
球
の
文
化
』
は
、
沖
縄
観
光
の
本
質

が
琉
球
王
国
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
“
文

化
”
に
あ
る
こ
と
を
示
す
非
常
に
重
要
な
書
で
あ

る
。
戦
前
の
日
本
を
代
表
す
る
思
想
家
で
あ
る
柳

宗む
ね
よ
し悦

を
中
心
と
す
る
民
藝
協
会
の
運
動
家
に
よ

る
琉
球
文
化
論
で
あ
り
、
初
版
は
１
９
４
１
年
で

あ
る
。
１
９
９
５
年
の
復
刻
版
で
は
、
式
場
隆
三

郎
が
編
者
と
な
っ
て
７
名
が
琉
球
文
化
論
を
展
開

し
、
現
代
の
専
門
家
に
よ
る
解
題
が
加
わ
っ
て
い

る
。
本
書
の
中
心
で
あ
る
、
柳
の
『
琉
球
の
富
』
は
、

戦
前
の
沖
縄
各
地
で
見
ら
れ
た
赤
瓦
屋
根
、
舞

踊
、
組く

み

踊お
ど
り

、
音
楽
、
工
芸
、
琉
語
な
ど
を
取
り
上
げ
、

そ
の
美
を
生
み
出
し
た
背
景
と
し
て
の
生
活
文
化

の
解
説
を
行
っ
て
お
り
非
常
に
興
味
深
い
。

柳
は
琉
球
文
化
の
代
表
と
し
て
、
ま
ず
墳
墓
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
精
霊
へ
の
信
仰
が
住
民
の
生
活

を
支
配
す
る
原
理
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
首

里
に
つ
い
て
、
柳
は
「
日
本
の
城
下
町
で
最
も
美
し

い
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
当
時
の
標
準
語
教
育
を
重

視
す
る
姿
勢
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
琉
語
（
方
言
）

の
持
つ
美
し
さ
を
保
全
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い

た
。
那
覇
の
街
に
つ
い
て
は
、
１
８
０
０
年
代
に
英

国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の

琉
球
訪
問
記
録
で
も
「
爽
や
か
で
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
風
景
の
完
成
し
た
も
の
で
人
工
の
美
が
加
わ
っ
て

い
る
。
絵
の
よ
う
に
美
し
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
生
活
文
化
を
資
源
と
す
る
沖
縄
観
光

の
魅
力
は
、
１
９
３
７
年
か
ら
大
阪
商
船
が
実
施

し
た
沖
縄
ツ
ア
ー
を
通
し
て
国
内
に
伝
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
７
泊
８
日
の
沖
縄
へ
の
船
旅
は
当
時
の

富
裕
層
に
と
っ
て
異
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会

だ
っ
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
首
里
城
、
泡
盛
醸
造
所
、

空
手
、
沖
縄
古
典
劇
な
ど
を
中
心
と
す
る
日
程
は

人
気
が
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
１
９
４
１
年
に

中
断
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
沖
縄
が
戦
争
に
よ
っ
て

壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
、
異
文
化
を
訪
ね

る
旅
は
失
わ
れ
、
沖
縄
観
光
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
慰
霊
訪
問
団
受
入
れ
か
ら
再
開
し
た

沖
縄
観
光
は
、
海
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
で
国
内

観
光
客
の
注
目
を
浴
び
て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、

首
里
城
復
元
（
１
９
９
２
年
）
を
契
機
に
文
化
的

価
値
が
再
評
価
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
柳

が
称
賛
し
た
琉
球
の
文
化
は
、
戦
後
の
米
軍
統
治

下
の
ア
メ
リ
カ
文
化
と
融
合
し
、
音
楽
、
食
、
工

芸
な
ど
で
新
た
な
分
野
を
生
み
出
し
た
。

本
書
と
は
、
２
０
１
２
年
の
夏
、
私
が
沖
縄
県

の
本
土
復
帰
40
周
年
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
観

光
政
策
を
検
証
し
て
い
る
中
で
出
会
っ
た
。
沖
縄

の
歴
史
や
文
化
を
論
じ
た
書
籍
は
数
多
く
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
頂

き
た
い
一
冊
で
あ
る
。　
　

 （
し
も
じ　

よ
し
ろ
う
）
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